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The fishing season of Japanese anchovy larvae ”Shirasu” from May to June in spring is an important 

period in the resource assessment of this species. The Shirasu of this time can be the best products in 

the all fishing season.  

At first, the fishing forecast on Shirasu of this time were estimated based on the closely relation 

between the pre－ mature adults catch (January － February) and Shirasu catch (May to June) off Kanagawa 

Prefecture. However, since the fishing forecast of this season was not satisfactory, the base of the 

forecast was reexamined. The strongercorrelation between the adult catch (March － April) (Ｃ) off Chiba 

Prefecture and Shirasu catch (May － June) (Ｌ) in Sagami Bay was observed for two patterns of Kuroshio 

path. The relation was shown as the following regression lines.  

Ａ and Ｂ patterns Ｌ ＝ 7.81Ｃ － 0.44 (r＝ 0.878)  

Ｃ and Ｎ patterns Ｌ ＝ 1.75Ｃ ＋ 0.64 (r ＝0.798)  

From the seasonal distribution of eggs and mature adults of Japanese anchovy, it was assumed that the 

part of Shirasu in spring were transferred from the coasts of adjacent prefecture to the innermost part of 

Sagami Bay as well as Japanese sardine larvae in spring. It was considered that the integration of 

information including mature adult catch, egg abundance, and Shirasu catch in the coasts of adjacent 

prefecture could be increase the accuracy of the fishing forecast on Shirasu in spring. 
 

はしがき 
春のカタクチイワシシラス（以下、カタクチシラスと

いう）の好不漁は２つの大きな意味をもっている。その

１つは、春シラスの漁模様がカタクチイワシの資源量水

準を反映していることである。マイワシが少なく、カタ

クチイワシ資源が高い水準の時代（1964～'77年）には、

周年カタクチシラスが主体で、かつ春漁に高い漁獲がみ

られるように来遊していた。しかし、マイワシ資源が高

水準となった1975～'90年には、春漁期でカタクチシラ

スからマイワシシラス（以下、マシラスという）へと魚 
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種交代が生じ、カタクチシラスは夏・秋漁期で主に漁獲

されるようになった（三谷1990ａ）。すなわち、カタク

チイワシ資源は、春漁の漁獲主体がカタクチシラスであ

れば高水準の時代であり、カタクチシラスの漁獲が少な

ければ低水準の時代と考えることができる。 

もう一つの意味付けは、シラス船曳網漁業者からみた

春シラスについてである。春シラス漁は、現在のように、

マシラスが主体であれば、その漁期は短く、加工後のシ

ラスは色黒く、魚体の大きさも均一ではない製品ができ

る。春のカタクチシラスは沖合で産卵発育するため、栄

養状態が悪く（中井ほか1969）、成長も遅い。この生態

的特徴は、シラス船曳網漁業者にとって品質の良い製品

を作り出すための必要条件となっている。栄養不足は加

工後のシラスをより白くさせ、脂分が少ないことは変色

しない長期保存に適した商品を作り出すことができる。

また、シラス漁期はシラスから変態したカエリの出現よ

って終漁となるが（近藤1966）、春のカタクチシラスは

成長が遅いために、その漁期はマシラスや夏カタクチシ

ラスよりも長くなり、漁獲物もシラスの形態を持つ魚体

の大きい魚群を多く漁獲することができる。このように、

春のカタクチシラスはシラス船曳網漁業者にとって夏秋

シラスよりも有利な条件を多く備えている。 

当場では、漁況予報「いわし」（三谷1987）を通して

春シラス漁の予報を行なってきたが、春シラスの生活史

が未だ不明なところが多く、予報の直接的な根拠となる

産卵親魚の資源量水準や卵量に関する情報不足の中で、

予報の精度をさらに向上させる知見が得られたので、こ

こに報告する。 

 

材料と方法 
カタクチイワシの漁獲資料として、1953年から1988年

までの佐島地区（Fig.１）のイワシ中型旋網３ヶ統の漁

獲資料を用いた。この漁獲量は操業日誌にカタクチイワ

シを蓄養した生簀の数、または、バケツ数で記載されて

いる（１生簀：バケツ数で200－300杯）ので、本報の漁

獲量は、１生簀を300杯とし、1杯を5kgとしてkg数に換

算したものを使用した。これらの旋網漁船の資料はイワ

シ調査が開始された1953年以来標本船として収集されて

いるが、この３ヶ統の年合計漁獲量は本県の全漁獲量

（農林統計）と正の相関関係が認められている（三谷

1978）。 

シラスの漁獲資料として、1978年から1990年まで小坪、

茅ヶ崎（1989、'90年は除く）、平塚地先（Fig.１）の標

本船の資料を使用した。ただし、小坪地区の漁獲物は魚

市場に水揚げされないため、漁獲物を入れたポリ樽の数

を１樽30kgとしてkg数に換算した値を用いた。 

本報では、イワシ、シラス漁獲量はすべて標本船によ

る漁獲量を用いて示した。 

カタクチイワシの魚体は主として葉山、諸磯、金田湾

等の定置網や佐島の旋網で漁獲されたものを使用し、こ

れらの大部分のものは漁獲当日に研究室で体長、体重、

雌雄、生殖腺重量が測定された。漁獲当日に測定できな

かったものは10％ホルマリン溶液に浸漬され、後日前述

の項目が測定された。 

シラスの魚体は、小坪、茅ヶ崎、平塚のシラス船曳網

漁業者によって漁獲されたものを使用し、漁獲直後に

10％ホルマリン溶液に浸漬され、後日、魚種、個体数、

全長、体重が測定された。 

また、千葉県海匝・大原地区（Fig.１）における旋網の

漁獲量は千葉県水産試験場のご好意により使用させて頂

いた。 

 

Fig.１ Map showing the coasts referred to in this 

paper. 

 

結  果 
５～６月のシラス漁獲量と全長組成 1978年から1987年

までの標本船によるシラス漁獲量の経年変化をFig.２に

示した。シラス漁獲量は、1979年以降、1983年を除き

年々減少傾向を示した。1979年の漁獲量は9.4トンであ

ったが、５年後の1984年には0.7トン、さらに1987年に

はわずかO.1トンと、春シラスの漁獲量は急激に減少した。 
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Fig.２ Annual change in catches of eggs(open 

column and larvae（solid line）during the 

period from March to April and adult of 

Japanese anchovy（broken line）during the 

period from May to June,1978－1987. 

 

 

Fig.３ Frequency distribution of body length of 

Japanese anchovy larvae collected off 

Hiratsuka, Chigasaki and Kotsubo from 

May to June, 1978－1986. 

このような漁獲の減少傾向は、全国のシラス漁獲量の

50％以上を占める静岡県では認められていない。 

５～６月のカタクチシラスの全長組成をFig.３に示し

た。1978年から1984年までのモードは概略2.5～3.2cmの

範囲にあるが、1985年から1986年までのそれは概略3.3

～4.2cmの範囲に認められる。平均体長は、前者で2.9～

3.2cm、後者で3.2～3.6cmで、シラスの好漁年の方が不

漁年よりも平均体長が小さいことがわかる。相模湾で漁

獲されたカタクチシラスの日齢は三谷（1988a）によっ

て報告されているが、この体長と日齢の関係を基にして

発生日を求めると、好漁年の平均体長3.Ocmのシラスは

漁獲日より約39日前に産卵されたと算定される。すなわ

ち、５月上旬に漁獲されたものであれば３月下旬から４

月上旬に、６月下旬に漁獲されたものであれば５月中旬

に産卵されたと推定される。この結果から、５～６月の

シラス漁獲量を３～５月の産卵量から予報することが考

えられるが、５～６月の予報は５月１日に発行されるた

め、予報の実際上、この関係を予報の根拠として利用す

ることはできない。 

成魚産卵予備群と５～６月のシラス漁獲量との関係 夏

カタクチシラスでは、５～６月の相模灘で採集された卵

量と７～９月のシラス漁獲量との間に密接な関係が認め

られており（三谷・中田1988）、この関係が予報の根拠

として利用され、高い適中率が得られている。しかし、

５～６月の春シラスにつながる３～５月、特に３～４月

の卵採集量は非常に少なく、有効な情報となり得ない。

また、３～４月の成魚の漁獲量（Fig.２に併図）とも比 

 

 

Fig.４ Distribution of isotherm in surface layer 

on March 30, 1989. 
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較検討したが、これらと５～６月のシラス漁獲量とは有

意な相関関係を見出せなかった。 

カタクチイワシ産卵群は、水温16℃以上の水塊に分布

し産卵するが（三谷1982）、３～４月の16℃水温帯は流

れの強い沖合域に位置している。その水温分布の一例を

Fig.４に示した。この16℃以上の水温帯で産卵されたカ

タクチイワシ卵は流れによって拡散され、その分布密度

も好漁期に比べて低下すると考えられる。特に、1985年

から1987年のように資源状態が悪化すればするほど産卵

量を的確に把握することはむずかしくなる。 

春夏季に三陸沖まで北上したカタクチイワシ成魚群は、

季節的な水温の低下と共に常磐、鹿島灘を南下し、その

一部のものは房総半島を迂回して１～２月に相模灘、相

模湾、東京湾口に来遊する（近藤1967）ことが知られて

いる。この魚群は成魚産卵予備群と呼ばれている。成魚

産卵予備群の中で、生殖腺の発達した体長の大きい魚群 

 

Fig.５ Relationship between total catches of 

Japanese anchovy larvae during the period 

from May to June and the adult fish during 

the period from January to February, 1978

－1987. 

 

から３～４月に産卵を開始するといわれる。つまり、３

～４月の産卵状態は、１～２月の成魚産卵予備群の資源

量水準で間接的に把握することができると考えられる。

このような観点から、１～２月の成魚産卵予備群の漁獲

量と５～６月のシラス漁獲量との関係を求めたところ、

1979、'83年を除きこれらの間に高い正の直線回帰が認

められた（Fig.５）。その回帰式を次に示した。 

 

Ｌ5-6＝15.47Ｃ1-2－465.2（ｒ＝0.916） 

ただし、 Ｌ5-6：５～６月のシラス漁獲量（トン） 

 Ｃ1-2：１～２月の成魚漁獲量（トン） 

 

 

Fig.６ Relative growth of Japanese anchovy during 

the period from January to Febrary. Solid 

and broken lines indicate relative growth 

line in 1979 and 1985, respectively. 

 

なお、１～２月のカタクチイワシには体長８cm未満の未

成魚が多く混獲される（三谷1988b）ため、標本魚体の

相対成長（Fig.６）から１～２月の総漁獲量を体長別に

分配し、８cm以上の成魚の漁獲量を求めた。 

予報と検証 春季のカタクチシラスの予報は５～６月を

予報期間とし、1978年から毎年５月１日に発行された漁

況予報「いわし」第２、８、14、20、26号に掲載された。

予報の根拠は各号共１～２月の成魚漁獲量と５～６月の

シラス漁獲量との直線回帰を用いたが、前号の予報の結

果によっては、１～２月の成魚の漁獲量を相対成長式を

用いて算定していない場合もある。これらの予報と実績

を表１に示した。 

1983年５月に発行された第２号では、予報漁獲量を

3.1トンとしたが、実際の漁獲量は11.7トンであった。

この違いは本県沿岸分に換算して約２倍の漁獲量に相当

し、1978～'87年の10年間の中で1983年に次ぐ好漁とな

った。また、マシラスが５月１上旬まで来遊するとした

が、適中しなかった。漁獲の主体は例年どおりカタクチ

シラスであった。 

1984年５月に発行された第８号では、予報漁獲量を

5.2トンと算定された。これは、第２号の予報が大きく

はずれたため、根拠とした関係式を用いず1983年１～２

月の成魚漁獲量と５～６月のシラス漁獲量の割合を1984

年１～２月の成魚漁獲量に乗じて求めた結果である。対

象魚種は、予報どおり５月上旬までマシラスが漁獲され、 
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Table １  Comparison between forecast and real 

catches of larval Japanese anchovy “Shirasu” 

during the period from May to June 
published month (No.) forecast real 

May 1983 (2) total catch(ton) 3.1 11.7 

   species early May sardine anchovy 

    later anchovy anchovy 

May 1984 (8) total catch(ton) 5.2 0.7 

   species early May sardine sardine 

    later anchovy anchovy 

May 1985 (14) total catch(ton) 2.9 1.5 

   species early May sardine anchovy 

    later anchovy anchovy 

May 1986 (20) total catch(ton) 2.6 0.9 

   species mid－May sardine anchovy 

    later anchovy anchovy 

May 1987 (26) total catch(ton) 1.7 0.1 

   species mid－May sardine anchovy 

    later anchovy anchovy 

 

以後カタクチシラスが漁獲の主体となった。 

1985年５月に発行された第14号では、１～２月のカタク

チイワシ漁獲量に未成魚が多く混獲されたため、１～２

月の成魚の漁獲量は、成魚の漁獲が比較的多い２月の漁

獲量213トンで代表させた。予報漁獲量は2.9トンと算定

されたが、実際の漁獲量は1.5トンであった。対象魚種

は、前年漁期と同じく５月上旬までマシラスが漁獲され

ると予報したが、結果はカタクチシラスが漁獲の主体で

あった。 

1986年５月に発行された第20号では、１～２月の成魚

の漁獲量を低く見積もり、予報漁獲量を2.6トンとした

が、実際の漁獲量は更に低く0.9トンであった。この実

績漁獲量は、根拠とした関係式（Fig.５）からすこしは

ずれている。対象魚種として、マシラスが５月中旬まで

漁獲されると予報したが、実際は来遊しなかった。 

1987年５月に発行された第26号では、第20号と同じ考

えで成魚の漁獲量を算定した。予報漁獲量1.7トンに対

して実績漁獲量は0.1トンであった。第14、20、26号の

予報漁獲量は各号共実績漁獲量を上回っていたが、その

差は各号共ほぼ同じ1.7トンであり、春カタクチイワシ

資源の減少傾向を予報で適中させることができた。対象

魚種は、５月中旬までマシラスが漁獲されると予報した

が、適中しなかった。 

1983年春カタクチシラス漁期の特異現象 1983年漁期の

春カタクチシラスは1978年から1987までの10年間の中で

最も高い漁獲を示し、予報の根拠とした回帰関係（Fig.

５）の中で1979年漁期と共に特異な現象として除外され

た。春のカタクチシラスは３～５月の卵から発生成長し

たものであるが、この時期の産卵場は５～８月のそれに

比べて比較的沖合域に形成されている。すなわち、春の

カタクチシラスは、マシラスの来遊様式（三谷1988c）

と同じように、他県沿岸から大島西水道を通り相模湾に

流入してくる場合もあると考えられる。他県沿岸の情報

は、静岡県側ではシラスの漁獲量として、千葉県側では

成魚産卵予備群の漁獲量として求めることができる。 

５～６月の静岡県に於けるシラス漁獲量をFig.７に示

した。この図から、1983年漁期のシラスは他の漁期の数 

 

 

Fig.７ Annual changes in catches of Japanese 

anchovy larvae collected off shizuoka 

Prefecture from May to June, 1978－1987. 

 

倍以上の高い漁獲量を示していることがわかる。静岡県

のシラスが相模湾に移送され易い黒潮流路は、マシラス

の移送（三谷1988c）からみてＡ型、またはＢ型である

と考えることができる。1983年の黒潮は、４月中旬頃ま

でＣ型で流去していたが、これ以後、Ｂ型に変わってい

る。このことから、相模湾における1983年漁期の特異な

好漁は静岡県沿岸に分布したシラスの加入によるものと

考えられる。同様に、1979年の特異な好漁も、黒潮がＡ

型流路であったことから沖合からシラスが移送されてき

たためと考えることができる。 

また、千葉県側の情報は、房総半島東側海域の中型旋

網による３～４月のカタクチイワシ成魚産卵群の漁獲状

況から得ることができる。房総半島東側海域で産卵発生

した後期仔魚が春のマシラスと同じように（三谷

1988c）相模湾に沖合水の波及と共に移送されたとする

と、５～６月のシラス漁は黒潮の流れ方によって左右さ

れると考えられるので、次にこれらの関係を検討した。 

黒潮流路と５～６月のシラス漁獲量との関係 ５～６月

の相模湾におけるシラスの漁獲量と黒潮流路との関係を 
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Fig.８ Relationship between total catches of 

Japanese anchovy larvae co11ected off 

Kanagawa Prefecture by sampling boats 

during the period from May to June and the 

adult collected off Kaiso and Ohara of 

Chiba Prefecture during the period from 

March to Apri1, 1978－1988. 

Solid lines and circles, and broken lines 

and open circles indicate A or B and C or 

N type of Kuroshio path, respectively. 

 

 

検討するために、1978年から1990年までのシラス漁獲量

を黒潮流路別に区分し、３～４月の千葉県海匝・大原地

区のカタクチイワシ漁獲量と比較した。ただし、相模湾

のシラス漁獲量は、1988年以降、標本船が変わったので、

1978～'90年の間で共通な標本船（平塚、小坪地区）の

漁獲量のみを使用した。 

Ａ、Ｂ型黒潮流路の場合、産卵前期の３～４月に千葉県

海匝・大原地区でカタクチイワシが多く漁獲されると、

相模湾のシラス漁獲量も多くなる傾向が認められる。こ

れらの関係は次式の直線回帰で示される（Fig.８）。 

Ｌ5-6＝7.81Ｃ3-4－0.44（ｒ＝0.878） 

ただし、Ｌ5-6：５～６月の相模湾におけるシラス漁獲量

（トン） 

Ｃ3-4：３～４月の千葉県海匝・大原地区のカ

タクチイワシ漁獲量（千トン） 

Ｃ、Ｎ型黒潮流路の場合も、これらの関係は次式の直線

回帰で示される（Fig.８）。この海況時における相模湾

のシラス漁獲量は、Ａ、Ｂ型の海況時のそれに比べて約

30％の不漁となる。 

Ｌ5-6＝1.75Ｃ3-4＋0.64（ｒ＝0.798） 

新たな予報手法 黒潮流路と５～６月のシラス漁獲量と

の間に認められた密接な相関関係は、５～６月の春カタ

クチシラスが沖合から来遊していることを示しているが、

神奈川県沿岸で１～２月に漁獲される成魚産卵予備群の

来遊量とも関係が認められることから、５～６月の春カ

タクチシラスは、次の手順により予測することによって、

さらに精度の高い予報手法が確立されると考えられる。 

(1)最初に、５～６月の春カタクチシラスの予測漁獲量

は、１～２月に神奈川県沿岸に来遊した産卵予備群の漁

獲量との相関関係から求める。 

(2)次に、予測期間の黒潮流路を考慮して、３～４月の

千葉県海匝・大原地区におけるカチクチイワシの漁獲量

から求める。 

(3)そして、静岡県における５～６月のシラス予測漁獲

量の影響を検討する。1983年の事例からみると、黒潮が

ＡまたはＢ型で、かつ静岡県で5000トン以上の予測漁獲

量であれば、５～６月の相模湾では予測量を上回るシラ

スの豊漁現象が生じるので、予測量を修正しなければな

らない。 

 

考  察 
予測の根拠 相模湾産シラスの予報の根拠に関する研究

は、既に春季マシラスと夏季カタクチシラスについて報

告されている（三谷1988ｃ、三谷・中田1988）。春季マ

シラスは伊豆諸島近海で産卵発生し、その成育過程のな

かで相模湾に移送され、その移送量は黒潮の流れ方に強

く影響される。これに対して、夏季カタクチシラスは主

に相模灘・相模湾の産卵量に左右され、黒潮の流れ方に

直接影響されないことが明らかにされている。つまり、

シラスの主な産卵場は、春シラスでは相模湾の沖合の海

域であり、夏シラスでは相模灘・相模湾のごく沿岸域で

あることがわかる。これらの中間の漁期にあたる５～６

月の春カタクチシラスは、１～２月の神奈川県沿岸で漁

獲される成魚産卵予備群と密接な関係が認められ、また、

一方、３～４月に房総半島東側海域に分布する産卵群と

も相関が認められた。前者の関係は沿岸で産卵され成育

する夏カタクチシラス資源への加入様式に類似し、後者

の関係は沖合から移送される春マシラスの来遊様式に類

似している。すなわち、５～６月の春カタクチシラスは、

これら両者の来遊様式を持つことを示している。本報で

検証した漁況予報「いわし」第２、８、14、20、26号の

予報漁獲量は、１～２月に神奈川県沿岸に分布した産卵

予備群の漁獲量から算定されているので、沖合から流入

するシラス資源を考慮していないことになる。「いわ
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し」第２号を除く他の漁況予報では、黒潮流路がＣ、Ｄ、

Ｎ型、または他県沿岸でも不漁であったため、沖合から

来遊するシラスを考慮することなく、予報が適中したが、

1983年のように、黒潮がＡ、Ｂ型で、静岡県沿岸で豊漁

であれば、沖合からの加入量を加えて予測しなければな

らない。 

現在使用している予報の根拠は、神奈川県水産試験場

の研究員によって収集されたデータを基に解析されてい

るが、本報の結果からわかるように、他県沿岸のデータ

を利用することにより、より高い精度の予測が可能とな

るので、広い範囲にわたる漁海況情報の日々交換システ

ムを開発する必要がある。 

資源変動の予測 1972年の卓越年級群を契機としてマイ

ワシ資源は急速に増大し、現在も高水準を維持している

が、このマイワシ資源がいつ頃から減少し始めるかは多

くの研究者が興味を示している。近藤（1990）は、主産

卵場の変化、越夏群（近藤1988）の大量滞留、マアジや

カタクチイワシ資源の復調などこれら３つの現象を根拠

として、マイワシ資源は豊漁期から減少期へと移行する

時期が近いことを予測している。このなかで、カタクチ

イワシ資源の増加はマイワシ資源の減少に対応した相反

する現象として知られている（伊東1961）。その兆しと

なる現象は春カタクチシラスの増加であり、その発生に

関係する成魚大型群の出現である（近藤1990）といわれ

ている。相模湾のカタクチシラスは、資源の高水準の時

代には４～５月に（亀山1972）、低水準の時代には7～９

月に漁獲のモードがみられる（三谷1990）。相模湾の春

カタクチシラスの資源変動は、巨視的にみて、本邦沿岸

のカタクチイワシ本州太平洋系群の資源変動と一致して

いるので、春カタクチシラスの漁況予測はカタクチイワ

シの資源動向を把握する上で非常に重要であるといえる。 

 本報の結果から、春カタクチシラスの短期漁況予測は、

神奈川県沿岸のデータを基本とすると、１～２月に来遊

する成魚産卵予備群の漁獲量から求めることができる。

しかし、カタクチイワシ資源の動向を予測するためには、

短期予測だけでは不十分で、シラス・イワシ漁業者が計

画的な営漁を推進するための資料とはならない。少なく

ても、カタクチイワシの寿命からみて２～３年後の漁況

予測が必要であると考えられる。本報の結果から５～６

月の春カタクチシラスは１～２月の産卵予備群との相関

により、１～２月の産卵予備群は７月頃のカタクチシラ

スとの相関から（三谷1990b）、７月頃のカタクチシラス

は日齢査定の結果（三谷1988a）から５～６月のカタク

チイワシ卵と、または、同時期の産卵群との関係から予

測することが可能である。さらに、５～６月の春季産卵

群はＨＡＹＡＳＨＩ ＆ ＫＯＮＤＯ（1957）の成長式を基準と

して求めた三谷（1990b）の成長曲線から未成魚、シラ

ス、卵と順次量的に関連付けることにより、理論的には

長期予報の根拠を得ることができる。これらの発育段階

の中では、たとえば、栄養状態によって成長や成熟状態

が変わったり、産卵後の環境悪化により初期減耗が多か

ったりするので、これらの量的相関に各発育段階の生物

的特性を加味することによって、さらに予報の精度は向

上すると考えられる。 

このように、春カタクチシラスからカタクチイワシ資

源の動向を予測する場合、順次短期予測を連係させ体系

化させて中期予測とし、さらに、長期予測へと発展させ

て行く必要があるが、予測の根拠には、種々多くの問題

が内包していることから、青木他（1989）が試みている

エキスパートシステムの活用が今後期待される。 
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